




― 応募しようか迷っている先生へメッセージ ―

不確実性が魅力 大野　史郎　医師　　3期生終了（大井田病院）

得られる交流や気づきもあるでしょう。レジストラの同期も、先に修了したOB/OGも本当に多様です。その人達

ただ、それでは収まりきらない変化が起こるのがゲネプロの研修です。病院だけでなく、その地域に深く入ることで

との交流も貴重な経験です。「どんなことが起こるか分からない１年間の研修」聞いただけでワクワクしませんか。

仕事•研修はしっかり行うので、へき地で必要な診療技能はきちんと身に付きます。

と掲げています。もちろんゲネプロも最低保証としてその様な像は提示しますし、

という意味ではなく「振れ幅が大きい」「研修前の時点では、研修後の自分がどうなっているか

一言でいえば「そのリスクの高さ」こそがゲネプロの魅力です。ここでいうリスクとは「危険」

想像しきれない不確実性がある」という意味です。

多くの研修プログラムは「これだけの期間研修すれば、修了時にはこうなれますよ」

期間限定が魅力 青木 信也　医師　　1期生終了（長崎県上五島病院）

そんな同志はとても貴重な宝物になります。人生においてたった15ヶ月です。

同期はそれぞれ学年も年齢も異なりますが、離島・へき地で役にたつ医師になるという強い思いで集まっています。

でも、その15ヶ月で得られるものはとても多いです。ぜひ、迷っている人は、一度連絡をしてみて下さい。

何を学ぶかを指導者と共有して過ごせる環境もとても素晴らしいと思います。

できるのか」、さらに「何が足りないのか」を確認することができます。また、プログラムの中で

なかなかありません。多くの地域では、飛び込んだは良いが、期限のない勤務期間であり、

医局など関係なく全く新しい土地で１年間という決まった期限の中で学ぶチャンスはなかなか

合わなかったとき、さらにはもう一度そこで学びたいと思ったときに学びにいく環境が

整っていないことが多いですよね。ゲネプロでは、限られた期間の中で「今の自分に何が

ぜひ一度へき地医療やゲネプロの門を叩いてみてください。

ゲネプロ時代の経験が役に立っています。プログラム応募に少しでも興味を持たれましたら、

外傷であったり内科以外の様々な問題に対して一人で対応してゆく必要があり臨床面でも

益田で学んだ診療所というセッティングで対応可能な疾病を、在宅のセッティングでも対応し

ております。訪問診療の患者さんは基本的に通院が難しい方が多いのですが、湿疹であったり

日本に戻ってきた後、診療所での勤務を経て2023年に在宅クリニックを開業しました。

都市部の総合診療でも役に立つ
上垣内 隆文 医師 2期生終了(益田地域医療センター医師会病院)

でき、少しでも病院に恩返しができていればと思います。迷っている先生には、自信をもっておすすめします。

のイレギュラーなことに丁寧に対応して頂き、本当にありがとうございました。お陰様で最後まで楽しく働くことが

思っています。最後になりましたが、研修の途中で双子の出産・管理入院などおそらくゲネプロ始まって以来初めて

コネクションもできました。ゲネプロによって繋いで頂いた縁を今後も大切にしていきたいと

下さったゲネプロにはとても感謝しています。ゲネプロに参加させて頂き、自分が

ロールモデルにしたい先生にもたくさん会うことができ、目標としていたオーストラリアの

精神的サポートを含めバックアップがとても整っていて、悩んでいることがあっても安心して

相談できる環境でした。匝瑳市民病院ととても相性がよく、この病院で勤務する機会を与えて

オーストラリアのコネクション 蛯子 隼　医師　5・6期生終了（匝瑳市民病院）

ゲネプロは、最初は情報が少なかったためどんな組織なのか得体が知れませんでしたが、


